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● P1…まちづくりサークル NPCN
● P2…研究紹介
● P3…キャンパスライフ
● P4…センパイ紹介 !! ほか

● 学生の力で盛岡を盛り上げる !!　笑顔の街角プロジェクト
● 地域×世界　GLOCALな防災学を目指して　人文社会科学部　教授　松岡勝実
● 柔道部　● 将棋部
センパイ紹介！！　● 小学校教諭　盛岡市立青山小学校　及川光代さん
TOPICS　● NTTドコモ吉澤社長が在学生とディスカッション ほか　Information　● 基金のご案内 ほか

学生の力で盛岡を盛り上げる!!地域で活躍する岩大生を、
私たちが取材しました! 

人文社会科学部人間文化課程2年　吉田杏奈さん（左）
人文社会科学部法学経済課程3年　佐藤杏菜さん（中央）
教育学部生涯教育課程3年　川上葵さん（右）

広報室学生スタッフ
人文社会科学部3年　浅沼　希水（左）
人文社会科学部3年　田代　華奈子（右）

取材にご協力いただいた皆さん
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まちづくりサークルNPCN
笑顔の街角プロジェクト

　2010年、人文社会科学部の学生の卒業論文の一環として活動をスタート。翌年から
サークルとして活動を開始し7年目の今年は、20名で活動しています。
　まちづくりに関するプロジェクトを学生や学内外の団体と連携しながら行うことで、
若者の「新しい力」を引き出し、まちに貢献することが活動の目的。
　盛岡さんさ踊りでの
「 笑 顔 の 街 角 プ ロ
ジェクト」を活動の中
心に据え、過去には
「うえだっしょ!!」「で
んでんむし ぐるぐる
盛岡」等の情報誌や、
盛岡駅前商店街「開
運マップ」の作成など
を行いました。

笑顔の街角プロジェクト

▲40回目の節目を盛り上げる！
　北日本銀行大通支店前の「笑顔の街角」展示

岩手大学まちづくりサークルNPCN 
（NPCN：New Power Creative Network） 

　盛岡市では毎年8月に「盛岡さんさ踊り」が行われます。盛岡さんさ踊りの季節が来
たことを表現し、街角から盛り上げるために、人々の笑顔のポスターやイルミネーション
の設置を行っています。2014年からはさんさ踊りで輝く男性を参加団体から募集し、
ポスターを作成する「響演!!さんさ男子」という企画も始めました。

「笑顔の街角プロジェクト」とはどのような活動ですか？
　今年、盛岡さんさ踊りは40回目を迎えます。アニバーサリー企画や、昔の写真やポス
ターを使ってさんさ踊りの歴史を振り返るような企画を予定しています。今後も活動を継
続して、さらに市民の方たちに定着していってほしいです。まず、10年の継続が目標です。
50年後ぐらいまで続いていたら素敵ですし、長く続いてほしいなと思います。

今後の活動にかける願いはなんですか？

　岩手大学に入学し、まちづくりサークルNPCNに入って盛岡市の魅力をたくさん知りま
した。県内から進学を目指す皆さんには、もっと岩手や盛岡を好きになってもらえたらと
思います。また、岩手県外から入学した学生のおかげで、新しい魅力を発見することもあり
ます。これから岩手大学に入学するみなさんと一緒に、さんさ踊りを盛り上げていける日
を楽しみにしています!

大学進学を目指す皆さんへ、メッセージをお願いします!

　プロジェクトのきっかけとなった北日本銀行の「笑顔の街角」展示がメインとなりま
すが、さんさ男子の企画も楽しみにしてくださっている方や応募してくださる方がたくさ
んいます。ぜひさんさ踊りの展示を楽しみにしていてください!

笑顔の街角プロジェクトの見どころはなんですか？

吉田:笑顔の街角プロジェクトの担当をしています。普段は市民の方と関わる機会がな
いので、写真を撮りに行って話すことが楽しいです。

川上:ポスターや広報誌を作成する機会はなかなかないと思うので、自分が作ったもの
が残ることに達成感を感じます。

佐藤:去年初めて街角プロジェクトにイルミネーションを使用したのですが、できたら良
いなと思っていて悩みながら考えたものが実現した時に達成感を感じました。活
動に対していろいろな反響もありました。「あれを見るとさんさの時期が来たん
だなと思う」と言っていただいた時、プロジェクトの目的が達成されたな、と感じ
嬉しくなります。

やりがいや楽しかったことを教えてください!

Q

▲街角の素敵な笑顔を撮影！ ▲ポスターの設置作業 7月10日、クロステラス盛岡前の「響演！さんさ男子」が完成！

「笑顔の街角プロジェクト」
Facebookはこちら☝

「響演！さんさ男子2017」
twitterはこちら☝
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「
地
域
×
世
界
　G

LO
C
A
L

な
防
災
学
を
目
指
し
て
」

　
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
本
学
よ
り
カ
ナ
ダ
と

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
（
各
々
３
か

月
と
８
か
月
）。
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
後
で
述

べ
る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
期
間
の
活
動
を
中
心
的
に

報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

カ
ナ
ダ
・
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン

大
学
―
改
革
者
た
れ
―

　
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
大
学
は
カ
ナ
ダ
・
サ
ス
カ
チ
ュ

ワ
ン
州
に
あ
る
州
立
大
学
で
す
。
同
大
学
の
「
教
育

効
果
に
関
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
」
で
研
修
を
受
け
な

が
ら
防
災
関
係
の
研
究
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
受
講
生
は
若
手
大
学
教
員
が
中
心
で

す
。
受
講
生
、
研
修
講
師
の
専
門
分
野
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
研
修
の
内
容
は
実
践
的
で
し
た
。「
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
」「
学
生
へ
の
質
問
戦
略
」

「
メ
ー
ル
の
書
き
方
と
対
応
」「
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
同
僚
教
員
と
の
連
携
」「
課
題
解
決

能
力
の
開
発
」「
成
績
評
価
の
哲
学
」「
創
造
的
思
考

の
強
化
」「
Ｉ
Ｔ
技
術
と
教
育
と
の
関
係
」
な
ど
。

　
実
際
の
授
業
を
聴
講
し
て
み
ま
し
た
。
工
学
部
の

あ
る
授
業
で
は
、
架
空
の
Ｉ
Ｔ
系
多
国
籍
企
業
の
事

例
問
題
を
素
材
に
し
た
、
組
織
運
営
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
人
数
、
大
教
室

の
授
業
で
し
た
が
、
臨
機
応
変
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り

議
論
、
そ
し
て
全
体
で
議
論
す
る
と
い
う
繰
り
返
し

で
躍
動
的
に
授
業
が
進
行
し
ま
す
（
写
真
１
）。

　
短
い
滞
在
期
間
で
し
た
が
、
情
報
を
「
共
有
」
し

つ
つ
、
異
な
る
規
格
で
あ
っ
て
も
「
連
携
」
を
模

索
し
、「
創
造
性
・
革
新
性
」
を
育
む
教
育
・
学
問

を
指
向
し
、
そ
し
て
「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
を
通
じ

て
常
に
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
取
り
組
む
、
そ
う
し
た
同

大
の
意
気
込
み
、
進
取
の

気
質
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
学
風
・
文
化
に
、
私
は

近
年
関
心
を
も
ち
続
け
て

い
る
「
法
と
政
策
」「
災
害

復
興
ま
ち
づ
く
り
」
の
研

究
姿
勢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
刺
激
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学 

― Ask W
hat You Can Do 

― 
　
続
い
て
、
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
写
真
２
）。
同

大
に
は
公
共
政
策
大
学
院
（Harvard Kennedy 

School:HKS

）
へ
研
究
員
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま

し
た
。
H
K
S
は
11
も
の
研
究
セ
ン
タ
ー
が
付
属
し
て

お
り
研
究
員
だ
け
で
も
数
百
名
を
抱
え
て
い
る
、
大
規

模
の
大
学
院
で
す
。

　
初
任
者
研
修
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
が
重
視
す
る
研

究
ア
プ
ロ
ー
チ
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。「
学
際
的
研

究
」「
緊
張
感
を
も
っ
た
実
務
と
の
連
携
」「
国
際
的
視

野
の
充
実
」「
公
共
政
策
の
重
視
」「
学
生
主
導
の
研
究

環
境
」
が
ハ
ー
バ
ー
ド
流
で
す
。

　
H
K
S
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
H
P
に
は
、 “Ask 

W
hat You Can D

o”

と
い
う
旗
印
が
あ
ち
こ
ち

に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
君
は
何
が
で
き
る
の
か
そ

れ
を
問
え
」
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で

は
、
早
朝
か
ら
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
独
自
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
授
業
準
備
の
た
め
、
グ
ル
ー
プ
学
修
を
し

て
お
り
ま
す
（
写
真
３
）。
カ
ナ
ダ
で
学
ん
だ
教
育
効

果
の
哲
学
は
、
こ
こ
で
は
自
明
の
理
と
し
て
、
学
生
サ

イ
ド
に
立
っ
た
自
律
的
・
協
働
的
教
育
方
式
に
発
展
し

て
い
ま
す
。
こ

の
観
点
か
ら
教

務
シ
ス
テ
ム
は

簡
素
化
さ
れ
、

ペ
ー
パ
レ
ス
が

徹
底
し
、
Ｉ
Ｔ

環
境
が
整
っ
て

い
る
一
方
、
フ
ェ
イ
ス
・
ツ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
の
教
育
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
は
教
壇
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
テ
ー
ブ
ル
が

配
列
さ
れ
、
質
疑
応
答
で
授
業
が
進
み
ま
す
。
教
務
上

の
縛
り
は
ゆ
る
や
か
で
、
学
内
を
は
じ
め
近
隣
大
学
の

科
目
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。
私
は
法
科
大
学
院

の
授
業
、
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
日
本

文
化
セ
ン
タ
ー

の
授
業
な
ど
も

聴
講
し
て
み
ま

し
た
。

連
携
、
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
、
そ
し
て
国
連
へ

　
ボ
ス
ト
ン
に
滞
在
中
、
岩
手
大
学
の
岩
渕
学
長
を
は

じ
め
と
し
た
代
表
団
が
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
、
ア
テ

ン
ド
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
本
部

事
務
局
（U

niversity M
arshal

）
の
公
式
な
招
へ

い
と
し
て
、
副
総
長
が
対
応
し
て
下
さ
り
公
式
訪
問
者

署
名
簿
に
署
名
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
（
写
真
４
）。

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
以
後
進
め
て
い
る
危
機
管
理

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
連
携
強
化
、
災
害
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
に
関
す
る
学
術
情
報
の
交
換
な
ど
将
来
に
向

け
た
交
渉
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。　

 　
さ
っ
そ
く
今
夏
８
月
に
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
生

と
岩
大
生
が
学
び
合
う「
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」が
、

「
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
R
T
G
C
）

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
R
T
G
C
は
、
立
教
大
学
と
共
同

で
本
年
４
月
に
開
設
し
た
、
陸
前
高
田
市
に
あ
る
岩
大

の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
防
災
・
復
興
の
学

び
の
場
と
し
て
、
ま
た
地

域
と
世
界
を
結
ぶ
グ
ロ
ー

カ
ル（
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー

カ
ル
の
造
語
）
な
情
報
発

信
・
交
流
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
５
月
に
メ
キ
シ
コ・

カ
ン
ク
ー
ン
で
開
催
さ
れ

た
2
0
1
7
年
国
連
防
災

会
議
で
は
、
こ
の
グ
ロ
カ
ー

ル
な
人
材
育
成
を
目
指
す
Ｒ

Ｔ
Ｇ
Ｃ
の
意
義
と
、
被
災
地

の
「
よ
り
良
き
復
興
」（Build 

Back Better

）
の
た
め
の
岩

大
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ

い
て
、
大
学
の
公
式
声
明
を

代
表
と
し
て
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
（
写
真
5
）。

専
門
力
×
学
際
力
×
活
動
力
＝
広
く

知
っ
て
、
動
き
を
見
て
、
深
く
掘
る

　
さ
て
、
研
究
テ
ー
マ
で
す
が
、
も
と
も
と
法
律
学
、

民
法
を
専
門
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
水
法
（
水
を
利
用
す

る
権
利
）
で
博
士
号
を
取
得
し
、
そ
の
研
究
に
基
づ
い

て
世
界
の
水
資
源
、
水
の
国
際
取
引
に
研
究
分
野
を
進

め
、
続
い
て
消
費
者
問
題
、
特
に
貸
金
の
社
会
的
問
題

を
消
費
者
の
経
済
的
災
害
と
捉
え
、
消
費
者
市
民
社
会

の
意
義
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
心
を
広
げ
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
後
は
、被
災
地
に
伺
う
こ
と
が
多
く
な
り
、

防
災
や
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
１
つ
の
テ
ー
マ
を
追
い
続
け
て

き
た
と
い
う
よ
り
は
、
関
連
性
を
持
た
せ
な
が
ら
も
発

展
的
、
学
際
的
研
究
な
研
究
を
し
て
き
た
と
言
え
ま
す

（
写
真
６
）。
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
長
い
期
間

研
究
を
進
め
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
マ
イ
ナ
ス

的
に
み
る
識
者
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
知
の
進
化
が
急
速
に
進
む
現

代
に
あ
っ
て
、
専
門
力
を
起
点
と
し
つ
つ
も
、
広
い
視

野
を
も
ち
、学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、現
場
感
覚（
実
務
）

と
の
掛
け
算
的
研
究
も
有
用
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

法
学
と
政
策
学
、
公
共
政
策
、
組
織
論
、
行
動
心
理
学

等
の
融
合
を
指
向
し
つ
つ
、「
防
災
・
復
興
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
と
創
造
」
が
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

紙
幅
の
関
係

で
研
究
テ
ー

マ
の
提
示
に

と
ど
ま
っ
た

こ
と
を
お
許

し
下
さ
い
。

人文社会科学部　地域政策課程　

教　授 松岡　勝実

写真１　工学部の授業風景写真２　ハーバード大・キャンパスの校舎

写真３　ＨＫＳメイン校舎での朝の学修風景

写真５　Iwate University　: Official statement at the Global platform 
for Disaster Risk Reduction 2017（https://youtu.be/N3y2N7Ghz8k）

写真４　ハーバード大学公式訪問署名簿

❶

❷

❸

❹

写真６　「水資源・環境研究の現在」共同執筆、「法と経
済学」共訳、「債権総論・各論」等単著、「消費者市民社会」「災
害復興の法と法曹」「Asian Law and Disasters」編著
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柔
道
部

将
棋
部

　
　
柔
道
部
っ
て
ど
ん
な
サ
ー
ク
ル
？

田
中
:
部
員
は
18
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
普
段
の
練
習
は

週
に
3
日
で
、
第
１
体
育
館
1
階
の
柔
道
場
で
行
っ
て
い
ま

す
。
部
員
の
ほ
と
ん
ど
は
経
験
者
で
す
が
、
未
経
験
者
も
お

り
、
経
験
者
が
し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い
ま
す
。

菊
地
:
近
年
で
は
、
東
北
国
公
立
大
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、

個
人
・
団
体
と
も
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

　
　 

普
段
は
ど
の
よ
う
な
練
習
を
？

田
中
:
最
初
に
柔
軟
な
ど
の
準
備
を
行
い
、
次
に
基
本
動
作

（
寝
技
・
立
ち
技
）
を
練
習
し
、
仕
上
げ
に
乱
取
り
を
行
い

ま
す
。
学
年
に
関
係
な
く
組
み
合
え
る
の
で
、
先
輩
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
　

  

柔
道
部
の
目
標
は
？

菊
地
:
大
会
で
好
成
績
を
求
め
る
勝
利
至
上
主
義
で
は
な

く
、
柔
道
を
通
じ
て
健
康
な
体
作
り
を
す
る
こ
と
を
一
番
の

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

 

入
部
の
き
っ
か
け
は
？

田
中
:
中
高
は
剣
道
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
で
は
違

う
武
道
に
も
触
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
様
々
な

サ
ー
ク
ル
を
回
る
中
で
、雰
囲
気
が
良
く
、初
心
者
へ
も
し
っ

か
り
指
導
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
入
部
し
ま
し
た
。

狩
野
…
高
校
か
ら
柔
道
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
同
じ
高
校
の
先
輩
が
い
た
と
い
う
の
も
大
き
な
決

め
手
で
し
た
。

菊
地
:
健
康
維
持
で
す
ね
。
や
は
り
、
大
学
に
い
る
と
な
か

な
か
体
を
動
か
す
時
間
が
な
い
の
で
。

　
　

 

入
部
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

田
中
:
痩
せ
た
こ
と
で
す
か
ね
。
大
学
受
験
期
に
大
き
く
体

重
が
増
え
て
し
ま
っ
た
の
で
。

狩
野
:
ク
ラ
ス
な
ど
が
な
い
大
学
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話

　
　
将
棋
部
っ
て
ど
ん
な
サ
ー
ク
ル
？

三
橋
:
い
い
意
味
で
ラ
フ
で
す
ね
。
活
動
日
は
設
定
し
て
い

る
の
で
す
が
、
基
本
的
に
は
来
た
い
時
に
来
て
、
部
員
同
士

で
対
局
す
る
感
じ
で
す
ね
。

　
　 

入
部
の
き
っ
か
け
は
？

齋
藤
:
僕
は
高
校
で
も
将
棋
部
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
と
き
負
け
て
悔
し
か
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
ま
た
入

ろ
う
と
思
っ
て
。
そ
れ
と
名
前
が
歩
な
の
で
（
笑
）
！

玉
川
:
高
校
二
年
の
夏
頃
に
友
達
と
ネ
ッ
ト
将
棋
を
や
っ
た

ら
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
高
校
に
将
棋
部
が
な

か
っ
た
の
で
一
人
で
趣
味
み
た
い
な
形
で
や
っ
て
ま
し
た
。

で
も
岩
手
大
学
に
将
棋
部
が
あ
っ
た
の
で
入
っ
た
と
い
う
感

じ
で
す
。

三
橋
:
高
校
か
ら
将
棋
を
始
め
ま
し
た
。
は
ま
っ
て
い
た
の

で
大
学
で
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
入
り
ま
し
た
。

　
　

  

普
段
は
ど
の
よ
う
に
練
習
を
？

三
橋
:
メ
イ
ン
は
対
局
な
の
で
す
が
、
特
に
１
年
生
な
ど
大

学
か
ら
将
棋
を
始
め
た
人
に
は
ハ
ン
デ
を
つ
け
て
や
り
ま
す

ね
。
実
力
が
同
じ
と
き
は
平
手
で
や
っ
て
、
対
局
終
了
後
に

悪
い
と
こ
ろ
を
検
討
す
る
感
じ
で
す
ね
。

　
　

 

将
棋
部
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
？

三
橋
:

24
人
い
る
部
員
み
ん
な
、
先
輩
・
後
輩
関
係
な
く
仲

が
よ
い
こ
と
で
す
！

齋
藤
:
同
じ
戦
法
同
士
で
、
戦
法
に
つ
い
て
交
流
す
る
こ
と

が
多
い
こ
と
で
す
。

　
　

 

将
棋
部
の
目
標
は
？

三
橋
:
部
全
体
の
目
標
と
し
て
は
、
各
大
会
で
上
位
に
入
賞

す
る
こ
と
で
す
。
春
と
秋
に
、
全
国
大
会
に
つ
な
が
る
大
会

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
と
、
三
重
県
四
日
市
市
で
行
わ
れ

ま
す
。
個
人
の
目
標
と
し
て
は
、
個
人
戦
の
予
選
を
突
破
す

る
こ
と
で
す
。

齋
藤
・
玉
川
:
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
！

せ
る
場
が
持
て
た
と
い
う
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
　

 

柔
道
部
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
？

狩
野
:
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
部
活
動
だ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

厳
し
い
練
習
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
気
軽
に
始
め
る

こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

菊
地
:
オ
ン
・
オ
フ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。
大
会
前
に
は
き
つ
い
練
習
も
あ
り
ま
す
が
、
し
っ

か
り
柔
道
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
人
も
、
柔
道
に
打
ち
込

む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

田
中
:
週
３
日
の
練
習
な
の
で
、
兼
部
し
た
り
バ
イ
ト
を
し

た
り
と
自
分
の
時
間
を
持
つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　

 

今
後
、
柔
道
部
が
目
指
す
も
の
は
？

田
中
:
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
が
一
番
の
目
標
で
す
。
部
員

が
増
え
て
よ
り
に
ぎ
や
か
に
活
動
で
き
る
と
い
い
で
す
。

菊
地
:
ケ
ガ
な
く
、
大
会
に
楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
こ
に
結
果
が
付
い
て
く
る
と
な

お
い
い
で
す
ね
。

　

柔
道
と
い
う
と
、
堅
苦
し
い
・
厳
し
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
『
柔

道
部
』
は
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
真
逆
だ
と
肌
で
感
じ

ま
し
た
。競
技
と
し
て
の
柔
道
に
打
ち
込
み
た
い
人
か
ら
、

気
軽
に
柔
道
に
触
れ
た
い
と
い
う
人
ま
で
楽
し
め
る
部
活

動
。
今
後
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
で
す
。

　
　

 

実
際
に
入
部
し
て
み
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
？

三
橋
:
他
大
学
の
学
生
と
仲
良
く
な
れ
る
機
会
が
多
い
こ
と

で
す
。
高
校
の
と
き
と
は
違
っ
て
、
大
会
が
終
わ
っ
た
後
、

他
大
学
と
一
緒
に
打
ち
上
げ
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
！

齋
藤
:
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。
た
く
さ

ん
の
視
点
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
人

間
関
係
の
点
で
も
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

玉
川
:
高
校
ま
で
は
将
棋
を
趣
味
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、大
学
で
は
部
活
動
と
し
て
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
戦
法
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
知
識
を
深

め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
将
棋
部
の
今
後
の
展
望
、
後
輩
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

三
橋
:
団
体
戦
で
二
位
以
上
に
な
る
こ
と
で
す
！

齋
藤
・
玉
川
:
棋
力
向
上
と
、
部
員
全
員
予
選
突
破
で
す
！

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
、
将
棋
部
は
部
員
同
士
の
仲
が

良
く
、
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
る
部
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
個
人
戦
・
団
体
戦
と
も
に
、
部
・
個
人
の
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
応

援
し
て
い
ま
す
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
（
学
年
は
取
材
当
時
）

部　
長　
　
　
農
学
部
３
年　
　
　
　
　
田
中　
雅
人

　
　
　
　
　
　
（
宮
城
県
古
川
黎
明
高
等
学
校
出
身
）

　
　
　
　
　
　
人
文
社
会
科
学
部
４
年　
菊
地　
　
光

　
　
　
　
　
　
（
宮
城
県
東
北
学
院
高
等
学
校
出
身
）

　
　
　
　
　
　
農
学
部
２
年　
　
　
　
　
狩
野　
真
吾

　
　
　
　
　
　
（
宮
城
県
東
北
学
院
高
等
学
校
出
身
）

取
材
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
（
学
年
は
取
材
当
時
）

　
　
　
　
　
　
教
育
学
部
４
年　
三
橋　
孝
甫

　
　
　
　
　
　
（
青
森
県
五
所
川
原
高
校
出
身
）

　
　
　
　
　
　
工
学
部
３
年　
　
齋
藤　
歩

　
　
　
　
　
　
（
岩
手
県
水
沢
高
校
出
身
）

　
　
　
　
　
　
理
工
学
部
２
年　
玉
川　
雅
実

　
　
　
　
　
　
（
福
島
県
会
津
高
校
出
身
）

　
中
学
校
で
は
、

日
本
の
伝
統
と
文

化
を
尊
重
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、

平
成
24
年
度
よ
り

武
道
が
必
修
と
な

り
ま
し
た
。
今

回
は
武
道
の
中
で

も
、
海
外
で
も
人

気
の
高
い
『
柔

道
』
を
取
り
上
げ

ま
す
。
岩
手
大
学

の
柔
道
部
は
い
っ

た
い
ど
ん
な
サ
ー

ク
ル
な
の
で
し
ょ

う
か
。
実
際
に
お

話
を
伺
っ
て
き
ま

し
た
。

　
14
歳
の
藤

井
聡
太
四
段

の
活
躍
で
今

話
題
に
な
っ

て
い
る
将
棋
。

岩
手
大
学
に

も
そ
の
将
棋

に
取
り
組
む

将
棋
部
が
あ

り
ま
す
。
今

回
は
将
棋
部

の
活
動
の
裏

側
に
迫
り
ま

し
た
。

取材に協力してくれた狩野さん（左）、
田中さん（中央）、菊地さん（右）

取材に協力してくれた玉川さん（左）、
齋藤さん（中央）、三橋さん（右）

練習中の様子

部員同士の対局

インタビューしました！
広報室学生スタッフ
人文社会科学部３年　髙梨　翔太

インタビューしました！
広報室学生スタッフ
教育学部２年　沼﨑　悠華
農学部 2 年　松本　菜々子
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本誌へのご意見・ご感想をおまちしております。

編集後記
松 岡 先 生 が 紹 介 さ れ た、 カ ナ ダ・ サ ス カ チ ュ ワ
ン 大 学 か ら、 本 年 2 月 か ら 5 月 に か け、Chary 
Rangacharyulu 教授と Karen Tanino 教授が学術振
興会の招へいプログラムで滞在されました。滞在中に、
学長からグローバルフェローの称号を授与され、英語
の授業やセミナー、学生、教職員との交流も行って頂
きました。本学が世界中からさまざまな人が集まる大
学になるためには、英語授業の実施などの課題に本気
で向き合う必要があるのかも知れません。

岩手大学イーハトーヴ基金のご案内

岩手大学公式ソーシャルメディアのご案内

行　　事　　予　　定

37VOl.
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2 0 1 7 . 8

岩手大学は、多くの皆様からご協力いただいた「岩手大学学生支援基金」
「岩手大学被災学生支援募金」等を引き継ぎ、「岩手大学イーハトーヴ基金」
を創設しました。本基金は、本学の教育研究や学生支援を幅広く展開する
ことを目的とした「一般基金」と、東日本大震災により被害に遭った学生
たちへの修学支援など、使途を特定した「特定基金」で構成されます。

最新の特定基金情報、寄附の申込・払込方法については、
お手数ですが、イーハトーヴ基金ホームページをご覧くだ
さい。
岩手大学イーハトーヴ基金ホームページ：
http://www.iwate-u.ac.jp/ihatovkikin/

【お問い合わせ】岩手大学総務部総務広報課（平日午前9時～午後5時）
 〒020-8550　盛岡市上田3-18-8
 TEL：019-621-6006　FAX：019-621-6014

岩手大学紹介番組「がんばれ！がんちゃんⅣ」を放送します。
日　時：平成29年9月2日（土）16:25 ～ 16:55
放送局： テレビ岩手（デジタル４チャンネル）
　　　　 放送後には「岩手大学公式Youtubeチャンネル」に番組を掲載

する予定です。岩手県外の方も是非ご覧ください！

岩手大学公式Facebook、YouTube、学長Twitter
を更新中！ Facebookには、広報室学生スタッフ
が取材した記事も掲載しています。ぜひ覗いてみて
ください。

岩手大学公式Facebook：
https://www.facebook.com/iwate.u

岩手大学公式YouTubeチャンネル：
https://www.youtube.com/channel/
UC8ua2BprbPkSvGSMYwK1aOA

岩渕学長Twitter：
https://twitter.com/iwate_u_ai2016

■平成29年度オープンキャンパス
　第１回　　８月９日（水）
　第２回　１０月２１日（土）
　※第２回は不来方祭（大学祭）と同時開催

【お問い合わせ】入試課　TEL：019-621-6064

NTTドコモ吉澤社長が在学生とディスカッション

陸上競技部男子が東北インカレ総合優勝！

　5月27日(土)に開催された第68回岩手大学開学記念行事の一つとして、「岩手大
学生へのメッセージ」と題し、工学部卒業生で株式会社NTTドコモ代表取締役社
長の吉澤和弘氏、岩渕明学長、3名の岩手大学生によるフリーディスカッションが
行われました。学生から投げかけられた「組織のトップとして働くとはどのような
ことか」「リーダーシップとは」といった質問に対し、吉澤氏からは学生時代の出
来事や、経営者としてのご自身の経験を踏まえ回答がなされたほか、「やさしさだ
けではなく強さをもってほしい」という岩手大学生へのメッセージが送られました。

　5月13日から15日に開催された第70回東北学生陸上競技対校選手権大会で、陸
上競技部が男子総合優勝を果たしました！トラック競技では400m、800m、1500
ｍ、10000ｍ競歩のそれぞれで第１位を獲得し、フィールド競技でも棒高跳びの
第１位をはじめ、活躍が光りました。

Q1　在学当時の思い出をお聞かせください。
　大学時代にたくさんの人と出会ったことが思い出です。寮生活や
アルバイトなど初めてのことが沢山ありました。他にも部活をした
り色々なボランティア活動をしたりしました。日本各地に旅行にも
行きました。様々な活動を通して、たくさんの人と出会いました。
卒業してもつながりがあって私を支えてくれています。

Q2　�現在のお仕事に就かれたきっかけはどのようなことですか。

　小学６年生の時に担任だった先生に出会ったことがきっかけで
す。その先生は子どもの心に寄り添い、私が辛い思いをしていると
きに助けてくれました。「こんな先生になりたい！」と思い、それ
からずっと小学校の教員を目指してきました。ようやくその願いを
成就することができました。

Q3　仕事のやりがいや今後の目標をお聞かせください。

　朝早くから夜遅くまで働き、大変ではありますが、毎日充実して
仕事をしています。職場の先生方は優しくたくさんのことを学んで
います。何より子どもがとても可愛いです。子どもたちは大人が思
いつかないような発見をするので、新鮮で楽しい毎日を過ごしてい
ます。
　
Q4　後輩となる岩大生へメッセージをお願いします。

　大学時代しかできないことがたくさんあります。いろいろな活動
に挑戦してたくさんの経験を積んでいってください。

及
お い か わ

川  光
み つ よ

代さん

岩手県一関市出身
平成28年３月　教育学部学校教
育教員養成課程　卒業
盛岡市立青山小学校　教諭

テレビ番組「がんばれ！がんちゃんⅣ」放送のお知らせ

（左から）岩渕学長、吉澤社長、学生の照井さん、町田さん、大村さん

大会後の陸上競技部集合写真


